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なるべき ｢人間観｣の在 り様について真剣に討議を行 う必要がある｡本稿において,人間に望まれる普遍
的な在 り方を探究 したAbrahamHaroldMaslow (190&-70)の心理学説を検討 しようとするのは,そうし
た理由からである｡






現｣概念をべ-スにして,経営学的な動機づけ理論 としての ｢Y理論｣を発表 し,彼の1960年著書 The
HumanSideofEnteゆriseは学界だけでな く実業界においで も一大ベス トセラーとなった｡ しか し残念
なことに,McGregorの援用 したMaslowの自己実現概念は,Maslowの1954年著作の うち,第5章A




























































5) ところで,マズロー理論に関する近時の論文である山下剛 (2008)｢Maslow理論はモチベーション論か :経営学におけ
るMaslow理論の意義再考｣は,Maslow理論の本質を ｢心理的健康実現論｣であると把握 し,それが経営学の動機づけ理





存在 していることに注意 したい｡すなわち,金井毒宏 (1999)『経営組織』(44頁)では ｢自己実現はモチベーション (動







築 しなければならであろう｡ -(中略)-おそらく動機づけとい う概念は,非自己実現者にのみ適用されるべきであろう
(Perhapstheconceptofmotivationshouldapplyonlytonon-self-actualizers.)｣(Maslow(1954),MotivationandPeysonali机
p.211.) とされ,また ｢欠乏動機 と成長動機の相違は,もし動機づけとい うことが新 しい意味に解釈されるのであれば別
だが,そうでなければ自己実現そのものは動機づけによって生じた変化ではない とい うことを意味する｡自己実現,すな

























有能さと自己決定 という内発的動機からの ｢分化｣ として認識されるにとどまっている｡ しかしながら,内発的動機に関
するDeciの研究は,基礎理論としての ｢動機理論｣を,応用理論 としての ｢動機づけ理論｣へ転化させるとい うインプリ
ケーションを内包させているo同様にMaslow理論についてち,内発的な自己実現欲求についてそれを援助 ･促進すると
い う応用的側面が含意されていると考えることができれば,Maslow理論は動機づけ理論 (いわゆるモチベーション理論)
にも成 り得るとい うことになる｡確かにMaslow理論は旧来のような外発的報酬に基づ く動機づけ理論 と言えるものでは
ないが,人間固有の内発的欲求の発展に関する動機理論であり,かつ自己実現 とい う内発的欲求を促進させる応用的な動








らが逐次的に展開するとい う仮説を提唱 した｡すなわち,生命維持に直接的に係わる ｢生理的欲求 (me
p`hysiological'needs)｣,環境からの脅威に対する自己保存 としての ｢安全欲求 (thesafetyneeds)｣,
情動的な結合 ･愛の授受 とい う ｢愛の欲求 (Theloveneeds)｣(1954年以降,｢所属 と愛の欲求 (me
belongingnessandloveneeds)｣へ改称),自尊 ･自律に関する ｢承認欲求 (也eesteemneeds)｣,そして
最終段階 としての ｢自己実現欲求 (theneedforself-actualization)｣の5つであり,これらは出現の優勢
皮 (prepotency)順に ｢階層 (thehierarchyofbasicneeds)｣をなす とした｡すなわち,人は生理-安全















ではないが, しばしば新 しい不満や不安 (anewdiscontentandrestlessness)が直ちに芽生
えてくるのを感 じる｣こと｡
｢音楽家は音楽を作 り,画家は絵を描 き,詩人は詩を創 らなくては,彼 らは本当に幸福であると
はいえない (Amusician mustmakemusic,anartistmustpaint,apoetmustwrite,ifheistobe
ultimatelyhappy.)｡人は本来的に成 り得るものに成らなくてはならない (Wh ataman Can be,
hemustbe.)｣こと｡
｢自分自身を十分に発揮 したい という願望,即ち,潜在化 している自分自身を顕在化させたい とす
る性向 (thedesireforself-fulfilment,namely,tothetendencyforhimtobecomeactualizedin
whatheispotentialy)｣｡
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上のようにMaslowは,正常人である人間一般には共通 した基本的欲求があり,それらは優勢度順に表
出し,その最終段階では各人が自分らしい個性を発展させる自己実現欲求なるものを措定した｡しかし,
この欲求 5段階説を援用 した経営学者の殆どが誤解 しても止むを得ないほどに,1943年時点での自己実
現概念はいまだ ｢自己｣中心的な色彩を有 していた｡彼自身が自認するように,彼の提示 した自己実現
概念は, ドイツ人脳神経学者 K.Goldsteinが第一次世界大戦での脳損傷患者に関する研究から,患者が外


















そこで,以下,彼独自の ｢自己実現｣概念の探究プロセスを示す 1945年5月6日から49年 12月20日
の約 4年半にわたる調査 日詰 『GHBノー ト』(GHBとは,GoodHumanBeingの略語)の大要をみるこ
とにしよう｡
9)Maslow(1943b),ATheory.,p.382.健常者にあっては,脳損傷患者のように外界 (脅威)に対 しての自己保存 (self-
preservation)だけでなく,これに加え,脳損傷患者では見られない ような外界を概念的 ･抽象的に把捉 ･克服 しようと
する自発性 (spontaneity)や創造性 (creativeness)が認められところから,そうした人間の内在的性向をしてGoldstein
は自己実現 と呼称 した (Goldstei皿.(1940),pp.111-114,p.170J｡Maslowによる用語の借用については,次のような
Goldsteinの記述が参考になろう｡｢生体は一定の潜在的可能性 (potentialities)を有する｡そうであるがゆえに,生体は潜
在的可能性を現実化 .実現しようとする欲求 (theneedstoactualizeorrealizethem)をもつ｡このような欲求の充足 (the
fu1fi1lmentoftheseneeds)が生体の自己実現を表すのであるoか くなる欲求に動かされるとき,われわれは自分自身が能
動的なパーソナリティ (activepersonalites)の持ち主であることを経験するのであり,自分自身の特性に一致 しない と思
われる動因によって受動的に強制 されることはない｡(改行)このような自己実現の特殊形態は,不完全な行為を完全な
ものにしようとする欲求 (血eneedtocompleteincompleteactions)といえる.この性向は子供における活動の多 くを説









[1945年5月6日]13) =-･GHB研究は,まず調査対象者 として ｢潜在的なGHBと思われる学生 (students
wholooklikepotentialGHB)｣を集め,い くつかの方法でふるいにかけた後で,彼らに関する記録を









が唯一有効的 と思われるが,誰 もが何 らかの神経症傾向にあるとしたら,GHBの範噂に属す神経症
の程度を確定 しなければならないこと｡(カ)外部にうまく適応 (adjusted)していなくても大変立
派な人々もいるので,GHBの特徴 を総括的ではな く局面的に取 り出すこと (pickingapartvarious
qualites)が必要であることO(辛)ロールシャッノ､検査,精神医学的な面談,精神分析学,主題統
覚検査 (TAT),基本欲求の充足度,達成度 とその質,などの諸手法によって得られる良き適応状態






























るのも良さそうだ｡｢高徳な人 (Saintlyman)｣ とは誰か とStroupに尋ねたら,MartinBuber,Max
Weber,JoachinWach J.Mecklinの著作を読むように言われた.SocialScience誌 (1945年)に掲載




















[同年 11月11日]25) ･･･-選抜 した学生達の支配一安定度スコアを記録 した昔の得点簿を一覧すると,安































[同年 12月 17日]30)--GHBの顕著な特徴の1つは,Blackfootlndiansが示した ｢現実をより明確に見
る能力 (abilitytoseerealitymoreclearly)｣であると考えるようになった｡これに関するテストとし
ては如何なるものを採用したらよいのか｡
[同年 12月19日]31) ･-遺憾なことに,地味な女子学生を過小評価 し,可愛い女子学生を過大評価する
という誤 りを犯 した｡
[同年 12月28日]32)-州 原罪についてStroupと意見交換 した｡悪の大部分は欲求不満や困窮の産物であ
るゆえに,人間は性悪であるとも性善であるとも立証できない｡健康な人間といえども,質的な相違







私の指向するGHB観念とは,少数の自己実現 した人々 (afew "self-actualized"people)がほぼ示
しているような人間性の理想像 (someidealofhum annature)とい うべきものである.彼らは他の一





また,自己実現人 と ｢神秘的体験 ("mysticexperiences")｣との関係についての研究を始めた｡
神秘家に関する自然主義的な定義 と自己実現 した人の定義 とは近似 しているからだ｡実際,自己
実現 した人々の大部分はいわゆる神秘的体験を有 している｡GHB以外の人々はすぐ欲求不満にな
った り,緊張 した り,不安になった りするから,GHBの研究にとっては認知実験 (也eperception
experiments)が有効か もしれない とWernerか ら助言 された｡自己実現人 (theself-actualizing
























者 HenryThoreauの伝記を読む｡実際の彼は,妻 も友人もおらず, リベラルでもなかった｡心は優
しいが気難 しい変人 と見なされていたOまた,某 ヨーガ行者は,友人らに扶養され,妻子や友人 との
通常の交際も困難で,あたかも寄生虫の如きであったOその彼は,文明の所産は認めるものの,科学
は高次の法則を無視 していると軽蔑 していた｡
[同年 1月19日]36) I.･自己実現概念の明確化を試みる｡種における ｢理想 (ideal)｣や ｢典型 (typical
type)｣ とは何かoThoreauは鷲は鷲 らしく振る舞 うと指摘するが,それは人間から見た表現で し
かない｡各種動物のもつ行動の動機や目的は,種の本能 とい うべき遺伝によって決定され,各種劫
物の有する価値は人間種の有する価値 とは無関係である｡確かに,各種に共通する普遍的な基準 と
して種保存の生殖可能性 とい うものがあるが,私の依拠する基準は,生物分類学で使用 されてい
る ｢種の基準標本 (typespecimen)｣である.例えば,虎の基準標本について言えば,虎の定義に
必要な他の動物 とは明確に区別 される特徴をリス トアップすることである｡種の基準標本 とは,種
の平均そのものとい うよりも,種の本質を完全に表す ものである (themostperfect-in-its-own-kind
ramerthan血emostaverage)｡そ して,種独 自の潜在可能性 を最 も発展 または実現 させた (most
developedoractualizedtheumiquepotendalitiesofthespecies)ものこそが, 最`良'の基準標本 (the
カnestspecimenofitstype)といえる｡それゆえ,人間の基準標本 として神経症の人 (aneurotiC)を




内向的であった り,また創造性 (creativeness)にしても観念的であったり行動的であった り,また
どう見ても健全な人が同時に悩みを持ったりするからだ｡50-60人の選抜 した学生達にロールシャ
ッノ､検査を行い得るのは3-5人程度で,さらに面接調査をすると2人 しか残らなかった｡外部適応 ･




















晴らしい｡最良な人々 (me丘nestpeople)として,- ンガリー人のKepesはある石工 と農婦を挙げ
た｡ ドイツ人のWernerは最良な人々には野心がない と主張 したが,昔Wertheimerも同じことを言
っていたことが想起される｡さらに,Wernerは大部分の知識人は野心家であるとしたが,例外的に
Spinozaは野心的ではない｡Bee仇ovenはよく分からない｡Wm.Jamesの著作を読む｡Thoreauは人
生に関し大いに正 しい目標 と考え方 (merightgoalsandideastoagreatextent)を持ってはいるが,








対的な基準 (absolutestandards)を求めていることに対 して,Ruthは文化の有 り様いかんによって
基準は相対的となるべきだと反論 した｡







べてロールシャッノ､検査結果は良いものの,安定度スコアが低 ･中位であることには驚 く｡残 りの対
象者については調査研究を続行する｡
[同年 5月27日]45)･･･.-調査対象者の何人かにロールシャッノ､検査の結果を知 らせて,彼 らがどのよう
な反応を示すかを観察 した｡落ち着いて聞く人もいれば,興味深げに興奮する人もいた｡
[同年 5月28日]46)････..ロールシャッハの検査結果 とその反応について某女子学生 と面談 したO彼女は
初め無関心であったが終わりには恥 じらいの様子を見せた｡もう1人の女子学生に自宅でインタビュ
ーしたO彼女は背が高 くて見目麗 しいO彼女は自分のこと,愛 しあう家族のこと,幸福な少女時代の
ことについて詳 しく語った｡お喋 り好きとい うよりは自己顕示のように思えたが,自分の欠点や弱点
を素直に語 った｡それゆえ,GHBの候補者 として選抜 した私の当初の印象は概 して正 しいものであ
った｡その彼女は見かけほどには成熟 していない｡






























[1947年 1月10日]52) --約 180人の学生の内,選抜できたのは僅かに3人であった｡
[同年1月14日]53) ニューヨークの研究スタッフから離れて,カリフォルニアへ出向く｡









cant),他人に対 しユーモアをもって接す ること (senseofhumor),狂信的でない こと (lackof







曜日に招待 してみると,会話 もなく退屈であった｡ しかし,彼は嬉 しそうで,快活で,静かな午後を
楽 しんでいるかのようであった｡
[同年8月20日]57)-･･･2週間前,バークレーでMurphy夫妻 とGIiBについて討議 した｡彼らは,亭主


































稿 したが,査読者からは ｢あまりにも酸味だ (Too血lZZy)｣と評された｡ロサンゼルス在の壮年未婚
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こと (1945年 5月6日,1946年 1月13日)67)0
(2)GHB候補者の選抜には安定度テス ト68)が用いられたが,高い安定度を示 していても面接調査の段
階で除外されることの多いこと (1945年 5月14日;同年 11月11日)｡また,ロールシャッ-検査
もうまく機能 しなかったこと (1946年 2月4日)0
(3)調査対象者の学生達の殆 どがGHB候補者 としては不適切であることが次第に判明することで,
1945年 8月28日以降,自己実現人の大部分がもつ神秘的体験の研究が開始されたこと (1946年 1月
13日)｡さらに,神秘家だけでなくいわゆる偉人たちが研究対象とされたこと (1946年 2月 9日)0
(4)GHB (ない し自己実現人)は実際に極 く少数であるとしても,一般人をして単に潜在能力を発揮
できずに抑圧された存在であるとすれば,自己実現人 と一般人 との間には根本的な本性上の差異がな
いこと (1946年 1月 13日)0
(5)自己実現人 とは人間の ｢最良な基準標本｣(独自の潜在可能性を最 も発展 させ実現させている人)
とい うべきで,それは超文化的であること (1946年 1月19日)｡ したがって,GHBは相対的ではな
く絶対的な基準によって認識されること (1946年 3月1日)｡
(6)外界にうまく適応 していなくても健康的であった り (1945年 5月6日),外界にうまく適応 してい
ても健康的でなかった りすること (1946年 1月 13日)もあるゆえに,GHBの特徴は部分的に把握
され得ること (1945年 5月6日)0
(7)自己実現人 (ない しGHB)の部分的特徴 として,次のものが指摘されること｡
[ア]Benedictが指摘 したようにプライバシーの重視や物事に見返 りを求めないこと (1945年 9月
8日)0
[イ]Blacldootlndiansの如 くに現実をより正確に把握する能力のあること (1945年 12月17日).
[ウ]神秘的体験を有 していること (1946年 1月 13日)0
[ェ]創造的であること (1946年 1月21日)｡
[オ]Wer血eimerが指摘 したように偉人であってもSpinozaの如 くに野心家ではなく,Thoreauの
如 くに人生に対する正 しい目標 と考え方を持って適進 していること (1946年 2月14日)0

















これらの うち,[10]｢外部指向 ･課題指向｣および [14]｢社会的関心 ･他者指向 ･同情心｣が含 まれていることが注
目 され るO[10]のhsecuTity項 目 と して ほTendencytocompulsiveintrospectiveness,morbidself-examination,acute
consciousnessofself.が挙げられ,[14]についてはSelBsh,egocenbic,indivdualistictrendsが対比項目とされている.し


























公人 また は歴史上 の人物 で可能性 の高い者6名 (Einstein,Eleanor
Roosevelt,JaneAddams,WiliamJames,Spinoza)｡
(ロ)部分的な該当者･･･-･･.現代人で明確な欠点を有するが研究に役立つ者5名｡
歴史上の人物で何 らかの欠点 を有す るが研究 に役立つ者7名 (Walt
Wh itman,HenryThoreau,Beethoven,F.D.Roosevelt,Freud)






























































自己実現人たちは,Wiliam Jam esの ｢神秘的体験｣,あるいは超 自然的なもの と区別 される
Freudの ｢大洋感情｣と称する主観的経験によって変質され勇気づけられている (transformedand
strengthened)oその体験とは ｢地平線が限りなく眼前に広がっている感 じ,これまでにないほどの
力強さだが無力な感 じ,枇憶 と驚博と畏怖の大きな感 じ,遂には何かとてつもなく重要で価値あるこ
とが起こったという確信をもちながらも,時間と空間がどこに失せたような状態｣を指す｡自己実現
人はこのような体験を強 く感じるのであるが,一般人でも同様の経験を弱 く感 じることがある｡
(9)｢共同体感情 (GemainshaftsgeRihl)｣80)
自己実現人たちは,人類一般に対して,時折怒 りや嫌悪感をもつとしても,同一感や同情 ･愛情を
もっている｡それはju血edAdlerのいう ｢共同体感情｣とい うべきもので,人類皆兄弟 という同胞意
識である｡｢人類に役立ちたいとい う純粋な願望をもつ｣とい うことが一般人に殆ど理解 してもらえ














自己実現人たちは,大いに倫理的で ｢明瞭な道徳基準 (definitemoralstandards)｣を有 しており,





















の人の性格の本性から出て くる一定の態度や精神をもって行 うことができる｣ とされ,例えば靴屋や
大工または事務員でさえ創造的になり得るのである｡もしも,子供の持つようなそうした自発的な創
造性が見 られない としたら,それは文化 とい う枠組みによって抑制 ･拘束されているからである｡換
言すれば,自己実現人たちは文化に組み込まれることが少なく,所属文化をかなりの程度に超越 して
いる人々をさす86)0
なお,1950年論 文 で は,これ ら14特 徴 に加 え,｢自己実現 人 の欠点 (ThelmperfecdonsofSelf-
ActualizingPeople)｣87)と ｢自己実現の価値 (TheValueofSelf-Actualization)｣8)の2項目が付 され,自己
実現人のもつ消極面 と積極面について補足的な説明がなされている｡すなわち,彼 らは頑固で社会的な丁
重さに欠けるところが見 られること,また,彼 らにとって自己実現は文字通 り ｢自己｣の表現であって彼
らの最 も重視する価値は ｢特異的性格構造の表出 (idiosyncratic-characterstructure-expressive)｣である
こと,がそれである89)0
ここで,『GHBノート』での特徴 と1950年論文での特徴 とを対比すれば,[ア]- (3)(5)(6)(10),
[イ]- (1)(2),[ウ]- (7)(8),[ェ]- (12)(14),[オ]- (4)(9)(ll),[カ]- (2)(3)(4)(ll)

























諸特徴が反映されて然るべ きである｡ しか しながら,既に指摘 したように,1950年代複葉から1960年






境 と交渉 しながら生存を確保 してい く態様を表現 した用語であった｡その当時,病人ではなくて正常人に
関する心理学を指向していたMaslowは,彼 らが心理的に健康であるためには如何なる条件が必要か,そ
もそも人間の本来的な性向とは如何なるものであるのかを間 うにあたり,｢自己実現｣とい う魅力的な用
語を利用することを通 じて,行動主義心理学やFreud心理学 とは異なる,いわゆる第三勢力 としての人
間主義心理学 (HumanisticPsychology)を企図した91)0






















A.H.Maslowによる｢自己実現｣概念の探究プロセス ー 65 -
1943年 の欲求 5段階説 に関 して一定 の補説 と改訂がな され る とともに,B-1ove概念が提示 されてい るの












ErfahrungenamkrankenMenschen.〔村上 仁 ･黒丸正四郎訳 (1957)『生体の機能 :心理学と生理学の間』みす
ず書房｡〕
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